
平成２０年８月１日 第１４５号　　　（６）

訂正とお詫び
　前号の市議会だより（平成２０年５月１５日・第１４４号）の掲載内容
に誤りがありましたので、訂正するとともにお詫び申し上げます。
　訂正箇所は、表の太線内です。

六
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
の
審
査
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
精
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号　

和
解
及
び
損

５４

害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

相
手
方
の
け
が
の
状
況
、
事
故

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し

い
。
と
の
質
疑
に
、
け
が
の
状
況

は
、
首
、
肩
、
背
中
に
痛
み
が
あ

り
、長
期
の
通
院
を
要
し
ま
し
た
。

事
故
の
状
況
は
、
前
方
車
の
方
向

指
示
ラ
ン
プ
を
見
間
違
い
、
追
い

越
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
前
方
車
が

右
折
し
始
め
た
た
め
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
た
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
故
処
理
は
ど
う
進
め
て
い
る

の
か
。
事
故
防
止
に
向
け
た
今
後

の
対
応
は
。
と
の
質
疑
に
、
事
故

処
理
に
つ
い
て
は
管
財
課
と
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。
事

故
の
関
係
、
警
察
や
保
険
の
対
応

は
管
財
課
で
行
っ
て
お
り
、
相
手

方
と
の
連
絡
や
和
解
後
の
議
案
の

準
備
等
は
担
当
課
で
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
課
内
で
の
意
思
疎
通

を
図
り
、
二
人
体
制
で
行
動
し
た

い
。
と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
年
度
を
ま
た
が
り
概

算
払
い
を
し
た
損
害
賠
償
金
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。
と
の
質
疑

に
、
既
に
概
算
払
い
を
行
っ
た
平

成
十
九
年
度
及
び
平
成
二
十
年
度

に
つ
い
て
は
、
未
払
い
と
な
っ
て

い
る
慰
謝
料
を
支
払
っ
た
後
、
事

務
手
続
き
に
従
い
、
損
害
賠
償
決

定
年
度
で
あ
る
平
成
二
十
年
度
に

お
い
て
損
害
賠
償
全
額
に
対
す
る

決
算
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
損
害

賠
償
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
支
払
い
が
終
了
し
た
後
、
保
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６ 月 定 例 会 の 審 議 結 果

共産（日本共産党）市政（市政クラブ）明政（自由民主党明政会）公明（公明党）政和（政和会）市民（市民連合）無会（会派に属さない議員）

○賛成●反対△退席

▽　

議
案
第　

号　

神
奈
川
県
後

４１

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

従
来
の
老
人
医
療
保
健
と
後
期

高
齢
者
医
療
と
で
市
が
負
う
事
務

量
の
変
化
、
七
十
五
歳
に
な
り
社

保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
に
自
動

的
に
移
行
し
た
際
に
、
国
保
加
入

手
続
き
が
お
く
れ
た
扶
養
家
族
が

無
保
険
状
態
で
病
気
に
な
っ
た
場

合
の
扱
い
、
政
府
与
党
に
よ
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
用
見
直

し
策
が
実
施
さ
れ
た
場
合
の
シ
ス

テ
ム
改
修
の
必
要
性
、
市
町
村
か

ら
広
域
連
合
に
派
遣
さ
れ
た
職
員

の
異
動
等
、
後
期
高
齢
者
医
療
と

介
護
保
険
の
保
険
料
を
少
額
の
年

金
か
ら
天
引
き
す
る
際
の
優
先
順

位
、
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
等
の
質
疑
に

対
し
て
、
徴
収
事
務
が
加
わ
る
ほ

か
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
相
殺

さ
れ
る
事
務
も
あ
り
、
負
担
の
増

減
は
一
慨
に
は
い
え
な
い
。
国
保

加
入
は
申
請
主
義
だ
が
、
手
続
前

で
も
資
格
は
あ
り
、
一
時
負
担
で

受
診
で
き
る
。
見
直
し
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
の
問
題
は
詳
細
が
ま
だ
不

明
だ
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要

か
も
し
れ
な
い
。
派
遣
職
員
の
ス

▽　

議
案
第　

号　

道
路
の
路
線

５３

の
廃
止
に
つ
い
て

　

市
道
の
廃
止
に
つ
い
て
、
廃
止

が
予
定
さ
れ
て
い
る
面
積
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
と
の
質
疑
に
対
し
、

約
三
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

と
の
答
弁
が
さ
れ
、
さ
ら
に
、
敷

地
の
真
ん
中
に
あ
っ
た
市
道
が
な

く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
土
地
の
付

加
価
値
が
上
が
り
、
隣
接
地
権
者

か
ら
払
い
下
げ
申
請
が
来
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
が
、
転
売
の
禁
止
期

間
を
設
け
る
等
の
対
応
は
。
と
の

質
疑
に
、
払
い
下
げ
の
売
買
契
約

に
つ
い
て
は
、
管
財
課
と
よ
く
内

容
を
詰
め
、
必
要
に
応
じ
て
転
売

禁
止
条
項
等
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
、
第　

号
、
第

４２

４３

　

号
、
第　

号
、
第　

号
、
第　

４４

４５

４６

４７

号
、
第　

号
、
第　

号
、第　

号
、

４８

４９

５０

第　

号
、第　

号
以
上
十
一
件
は
、

５１

５２

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

総総

務務

教教
育育
福福
祉祉

市市
民民
経経
済済

建建
設設
水水
道道

▽　

地
下
水
浄
化
装
置
設
置
に
関

す
る
所
管
事
務
調
査
で
は
、
設
置

の
必
要
性
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▽　

陳
情
第　

号
、
第　

号
は
別

６５

６６

項
参
照

○○○○○○○承 認
専決処分の承認について（平成１９年度座間市一般会
計補正予算（第６号））

３５

○○○○○○○承 認
専決処分の承認について（平成１９年度座間市老人保
健特別会計補正予算（第２号））

３６

○○○○○○○承 認
専決処分の承認について（平成１９年度座間市水道事
業会計補正予算（第５号））

３７

○○○○○○○承 認
専決処分の承認について（座間市市税条例の一部を
改正する条例）

３８

○●
１１

●○○○○△承 認
専決処分の承認について（座間市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例）

３９

○○○○○○○原案可決座間市基金条例の一部を改正する条例４０

○●
１１

●○○○○●原案可決
神奈川県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関す
る協議について

４１

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４２

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４３

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４４

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４５

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４６

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４７

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４８

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について４９

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について５０

○○○○○○○原案可決道路の路線の変更について５１

○○○○○○○原案可決道路の路線の変更について５２

○○○○○○○原案可決道路の路線の廃止について５３

○○○○○○○原案可決和解及び損害賠償の額を定めることについて５４

○○○○○○○原案可決固定資産評価審査委員会委員の選任について５５

○○○○○○○原案可決固定資産評価審査委員会委員の選任について５６

○○○○○○○原案可決人権擁護委員の推薦について５７

○○○○○○○原案可決人権擁護委員の推薦について５８

○○●●●
○△
１２

○不 採 択
すべての子どもに行き届いた教育をするために３０人
以下学級の早期実現を求める請願

請願
７

○○●●●●○不 採 択座間市の私学助成制度拡充を求める陳情
陳情
５１

○○●●●●○不 採 択
国・県に私学助成制度の充実を求める意見書の採択
を求める陳情

陳情
５２

○○○○○○○採 択
深刻な医師不足を打開するための法律を制定するよ
う国に対して意見書の提出を求める陳情

陳情
５７

○○○○○○○採 択
「看護師等の人材確保の促進に関する法律」を改正
するよう国に対しての意見書提出を求める陳情

陳情
５８

○○●●
○●
１１

●△不 採 択
８月の休日に１５日を「平和の日」として設定するよ
う政府に意見書の提出を求める陳情

陳情
６２

○○●○●○○採 択
ＪＲ不採用問題の早期解決に関する意見書を国に提
出することを求める陳情

陳情
６３

○○○○○○○採 択
横浜地方裁判所相模原支部に合議制の審理を直ちに
開始することを要望する陳情

陳情
６４

○○○○○○○採 択
「鳥獣被害防止特措法」関連予算を、鳥獣捕殺では
なく自然林復元と被害防除に使うこと等の意見書の
提出を求める陳情

陳情
６５

○○○○○○○採 択神奈川県最低賃金改定等についての陳情
陳情
６６

○○○○○○○原案可決
横浜地方裁判所相模原支部に合議制の審理を直ちに
開始することを求める決議について

議提
１６

○○○○○○○原案可決
米軍ヘリコプターの不時着事故再発防止を求める決
議について

議提
１７

○○●●●○○否 決
最低保障年金制度の実現を求める意見書の提出につ
いて

議提
１８

○○○○○○○原案可決
神奈川県に「食の安全・安心の条例制定」を求める
意見書の提出について

議提
１９

○○○○○○○原案可決
子宮頸がん予防ワクチンに関する意見書の提出につ
いて

議提
２０

○○○○○○○原案可決
携帯電話リサイクルの推進を求める意見書の提出に
ついて

議提
２１

○△
１１

○○○○○○原案可決
日本映画への字幕付与を求める意見書の提出につい
て

議提
２２

○○●●●○○否 決
後期高齢者医療制度の廃止と社会保障制度の再構築
を求める意見書の提出について

議提
２３

○○●●●△○否 決
青森県六ヶ所村再処理工場の本格稼動の抜本的な再
考を求める意見書の提出について

議提
２４

○○●○●○○原案可決
ＪＲ不採用問題の早期解決に関する意見書の提出に
ついて

議提
２５

○○○○○○○原案可決
深刻な医師不足を打開するための法律の制定を求め
る意見書の提出について

議提
２６

○○○○○○○原案可決
「看護師等の人材確保の促進に関する法律」の改正
を求める意見書の提出について

議提
２７

○○○○○○○原案可決
「鳥獣被害防止特措法」関連予算を、鳥獣捕殺では
なく自然林復元と被害防除に使うこと等を求める意
見書の提出について

議提
２８

○○○○○○○原案可決
神奈川県最低賃金改定等についての意見書の提出に
ついて

議提
２９

○○○○○○○原案可決座間市議会委員会条例の一部を改正する条例
議提
３０

各会派の賛否
議決結果件　　　　　　　名

議案
番号

無会市民政和公明明政市政共産

各会派の賛否
議決結果件　　　　　　　名

議案
番号

無会市民政和公明明政市政共産

険
会
社
か
ら
諸
収
入
の
雑
入
と
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成

４０

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

陳
情
第　

号
、陳
情
第　

号
、

６２

６３

第　

号
は
別
項
参
照

６４

キ
ル
に
つ
い
て
は
、
当
初
段
階
で

広
域
連
合
側
か
ら
希
望
は
出
さ
れ

た
が
、
独
立
し
た
団
体
で
あ
り
、

派
遣
は
縮
小
す
る
方
向
で
考
え
ら

れ
て
い
る
。
年
金
か
ら
の
徴
収
は

介
護
保
険
料
が
優
先
さ
れ
る
。
本

年
度
後
半
に
つ
い
て
保
険
料
を
徴

収
し
な
い
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い

る
の
で
、
滞
納
者
へ
の
対
応
は
そ

の
動
向
を
見
て
検
討
す
る
。
徴
収

し
な
い
場
合
も
法
改
正
を
伴
う
も

の
で
は
な
い
の
で
、
不
足
額
に
つ

い
て
は
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
と
の
答
弁
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

請
願
第
７
号
、陳
情
第　

号
、

５１

第　

号
、
第　

号
、
第　

号
は
別

５２

５７

５８

項
参
照

平成２０年度各会計当初予算（単位：千円）

増減率
（％）増　減平成１９年度平成２０年度区      分

△１．３△４０２，４１３３０，９８９，６０２３０，５８７，１８９一  般  会  計
△０．５△５８，３７９１２，４６８，４３１１２，４１０，０５２国民健康保険事業

特　

別　

会　

計

△９０．２△４，７０３，１１１５，２１５，８３３５１２，７２２老 人 保 健
１１．０４４４，８２０４，０３９，８８２４，４８４，７０２公共下水道事業
４．２１７４，３７２４，１９２，９３７４，３６７，３０９介護保険事業

－７６９，４４９０７６９，４４９
後期高齢者
医療保険事業

△１３．０△３，３７２，８４９２５，９１７，０８３２２，５４４，２３４小　　計
△１２．５△４０８，２６４３，２６４，０５３２，８５５，７８９水道事業会計
△７．０△４，１８３，５２６６０，１７０，７３８５５，９８７，２１２合　　　計


